









































































　 男性 女性 合計
子ども 3 24 27
発達臨床 5 16 21
保育 　 1 1
心理 　 28 28
福祉援助 　 2 2
大学院 　 1 1






























ねた結果が図 3 である。やはり USB メモリが「多少は使う」を含めると 8 割程度、「割と
よく使う」だけでも半数近くの利用があり、主たる持ち運び用記録メディアの地位を築い








図 2 に、8 メディアの利用度を「知らない」の少ない順に示す。利用度においても、認知




























フラッシュメモリを利用した記録メディア(本調査では USB メモリ、SD メモリカード、
メモリスティック、xD ピクチャカードの 4 種)には、記憶容量の異なる製品が発売されてい
る。そこで、これら 4 種については「よく利用する」容量を尋ねる質問を設けた。図 4 が
その結果である。いずれも、2 ギガバイト程度の容量が中心となっていることが分かる。な
お、xD ピクチャカードで 2 ギガバイトを超える容量の製品は発売されていないので、「～
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CD-R、DVD-R、BD-R、SD メモリカード、メモリスティックの 5 種類については記録
図４　使用メディアの容量

























































ってみた。利用頻度の 3 分類は、「週 4 日以上」と「週 2 日か 3 日」を「高」、「週 1 日程度」
と「2 週に 1 日程度」を「中」、「月に 1 日程度」と「それ以下」を「低」としたものである。
各メディアの 2 分類は、「割とよく使う」が多数を占める USB メモリと SD メモリカード
に関しては「使わない」と「多少は使う」をひとつのカテゴリーに統合して「低」とし、「割













低 高 合計 
高 12.5% 87.5% 100.0%
中 18.2% 81.8% 100.0%
低 43.5% 56.5% 100.0%


























































高 12.5％ 87.5％ 100.0％
中 18.2％ 81.8％ 100.0％
低 43.5％ 56.5％ 100.0％










































点では、USB メモリと SD メモリカードの 2 種のフラッシュメモリメディアが最もよく使
われており、CD-R や DVD-R といった光学ディスクメディアはそれほど利用が多くないこ
とが分かった。こうした実態に関する情報を今後のコンピュータ室の整備に反映させてい
くことが必要だろう。 
他方、昨今では「オンラインストレージサービス(Online Storage Service)」と呼ばれる、
ウェブのインターフェイスを通じてネット上にデータをアップロード・ダウンロードでき
図11　コンピュータ室の利用目的
なるだろう。コンピュータ室の整備には、こうし
たサービスの動向も踏まえていくことになるだろ
う。
（くらさわ　としゆき　子ども学部）
